
食　　物

2Na-7

〔(社)日本家政学会

咀囃中の歯の動き:3次元的歯の助きを測定する簡易な装置
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＜目的＞咀≪活動中の歯の動きは，□にいれた食品の種類により自然に違っていると考え

られる．また咀≪申に唾液が分泌し，咀瞬の前期と後期でも咀囃動作はことなるであろう．

３次元的な歯の動きを測定する簡易な装置をつくり，歯の助きと食品のテクスチャとの関

連を研究する．

咤方法＞測定の原理は口の中の歯の近傍に小型磁石を固定する．咀囃中のこの磁石のつく

る磁場ベクトルの変化を口の外で測定して，磁石すなわち歯の位置に換算する．磁場測定

は,p.W.BELL社の３次元ホールプロープを用いた．互いに垂直に向いた３つのホール素子か

１本のブロープに入っていて，素子は，磁場ベクトルの成分に比例したホール電圧を生じ

る．信号は増幅して，マルチチャンネルＡ／Ｄ変換機を通してパソコンにおとした．デジ

タル信号は，通常は. 4 ｋ data points, 1 2 bitsである．食物を口にいれてから食べ終

わるまでの時間は20秒程度であるから, 5ais／ldatapointである. パソコンで，口を閉じ

たときの歯の位置（xo,y。,Zo,)に対する≪中の相対的変位（x.y.z.)を，ホール電圧か

ら計算した.

＜結果＞ホールブロープを磁石から3c皿～4 C皿の距雌に設定したときに，充分なs/n比で歯

の動きの時間的変化を測定できた．また破砕，磨砕運動に対応する歯の縦方向，横方向の

動きを表示できた．

2Na-8 咀喀中の歯の動き：固体食品のテクスチヤによる影響

○飯村由美子、高田昌子＊、高橋淳子“、中沢文子

共立女大　　゛共立女短大　　“聖セシリア女短大
〈目的〉食品のテクスチヤは、咀囃時の歯の動きに影響を与えると考えられる。そこで、

本研究では前報告の装置を用いて、固体食品を対象とし、食品の口内取り込みから嘸下終

了(呑み込み)までの一連の歯の動きを3次元的に捉え、数量化することを試みた。

〈方法〉小型磁石(直径5iiiin、厚さlmni)を被験者の歯にモリタK.Kのバリケアで付着し、咀囃

中の磁場(Hx,Hy,Hz)の時間的変化を測定し、パソコンにより、磁石すなわち歯の動きに換

算した。試料は、テクスチヤの異なる市販食品として食パン、リンゴ、チーズ、ピーナツ。

するめなどである。測定時間は、被験者の咀瞬サイクルと試料により10～120秒とした。

〈結果〉咀哨前期ではリズミカルな歯の動きを、後期では食品が唾液と混合されたときの

動きを捉えることができた。

また、例えばチーズでは、

他の食品と比べて歯が比較

的ゆっくりとした速さで、

上下だけではなく左右前後

にも動いており、口内に付

着したチーズをとりながら

食べている様子を示してい

ると考えられた。
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